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図-2-3（前半） 11時～16時におけるXRAINによる (a) 地上降水強度，(b) レーダー反射強度の 3次元分布（南側からの視点），



















作成しており，XRAIN との比較を行う．図-2-4 に 17 時









XRAIN と C-X 合成雨量に差が見られていた．XRAIN で
は電波が消散しきっていて測れていないため，C-X 合成
雨量の方が精度が高いと考えられる． 










図-2-4   17:00におけるXRAINとC-X合成の降雨強度の比較． 





































































本研究で用いた数値モデルは，Weather Research and 
Forecasting (WRF)モデル（Advanced Research WRF; ARW）5)


















計算領域は，4 段階ネスティングにより，第 1 領域
（Domain 1）から第 4 領域（Domain 4）まで設定した．
Domain 1は日本列島の本州以南・朝鮮半島・東シナ海な
どを含む領域 2025 km×2025 kmを 4.5 km格子でカバーし，
第2領域（Domain 2）は九州をカバーする450 km×450 km
を 1.5 km格子で，第 3領域（Domain 3）は九州北部およ
び山口県をカバーする 220 km×200 kmを 500 m格子で，
最も内側のDomain 4は九州北部豪雨が発生した地域周辺



















































対照実験として，Domain 3 および 4 でも GTOPO30 を使
ってモデル地形を作成した場合についても調べる．
GTOPO30 の空間解像度が 1 km 弱であるため，Domain 3
と4での地形はおおよそ1 km間隔のデータからそれぞれ
の格子幅 500 m および 167 m に補間して作成した．
GTOPO30により作成したモデル地形を図-3-5および図-
3-6 に示す．この場合のシミュレーションを地形感度実







































図-3-5 地形感度実験でのDomain 3の地形 
 
 





年 7月 5日 13時から 18時までの 1時間間隔での数値実
験結果を示している．また，図-3-8に気象庁による解析
雨量を示す．モデル計算値は，レーダー観測値による降





















































































































































































4.  過去事例との比較 
向川 均・竹見 哲也 
 


















































































































図-4-5 6 月 30 日から 7 月 10 日の期間における九州北部
（33.75°N, 130°E）での 500hPa 温度の最高・最低値の経年変動
（赤実線）．黒実線は，7 月 5 日の値の経年変動．横軸は年
（西暦）． 
 
b)  大気下層での水蒸気流入量 
発生した豪雨の影響を受けない大気環境場の特徴を抽出

























間及び，解析対象領域（図-3 参照）で平均した 950hPa 水蒸
気フラックススの東向き成分（kg/kg・m/s）の最大・最小値




















図-4-8 2017年 7月 5日における大気成層の安定度の水平分
























されるように，2017 年 7 月上旬では安定度は常に-4K 程
度以下であり．大気成層が持続して不安定な状態であっ
たことは特徴的である．このように大気成層状態が持続
的に不安定となったのは，過去 60 年間で 5 回程度出現
したことも見て取れる． 










図-4-9 6月 30日から 7月 10日の期間において，解析対象領域
（図-5 参照）で平均した大気成層の安定度（K）の最大・最小
値（赤実線）の経年変動．水平線は 7月 5日の平均値．黒実線
































































赤い星は 2012年 7月 14日の解析値． 
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WRF モデルの計算領域は図-2-1 から図-2-3 の３段階ネ
ストとした．Domain 1 が 4.5 km格子・2025 km×2025 km
領域，Domain 2が 1.5 km格子・450 km×450 km領域，Do-
main 3が 500 m 格子・220 km×200 km領域である．初期
値・境界値の 3次元気象データおよび地表面データとし
て，JRA-55を用いた．500 m格子の Domain 3の地形デー
タの作成には，国土地理院 50 m メッシュ標高データを
用いた．擬似温暖化実験のための温暖化差分データは，
気象研究所MRI-AGCM3.2Sによる現在気候再現実験およ









7月 3日 00 UTCおよび 4日 00 UTCを計算初期時刻と
した再現実験および擬似温暖化実験のDomain 3での 7月
























図-5-1 再現実験で得られた 7月 4日 18 UTCから 7日 00 
UTCの期間の Domain 3での積算雨量の分布．計算初期時刻






















図-5-2 擬似温暖化実験で得られた 7月 4日 18 UTCから 7
日 00 UTCの期間の Domain 3での積算雨量の分布．計算初期



















図-5-3 Domain 3での (a) 積算雨量および (b) 時間雨量の頻度
分布．図中凡例の PREは再現実験，PGWは擬似温暖化実験
を，時刻は異なる計算開始時刻の数値実験の場合を意味す
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